
 

人権についての理解を深めるための重点的な取組 
 

問４ 人権についての理解を深めるために，京都市として，どのような取組により一層力を入れる

必要があると思いますか。（○は３つまで） 
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「学校や社会における人権教育の充実」（56.5％）が最も高く５割を超えており，次いで，

「テレビやラジオなどを使った啓発活動」（43.3％）となっている。 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                              （％） 
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全体 M=1225 56.5 16.1 43.3 11.4 10.0 17.0 20.6 20.2 3.0 6.9

男性 M=532 54.1 18.2 43.8 14.1 9.6 15.0 20.1 20.9 3.9 8.5

女性 M=677 58.9 14.2 43.4 9.6 10.6 18.6 20.8 19.9 2.4 5.8

20 歳代 M=135 62.2 8.9 34.1 15.6 8.1 18.5 29.6 14.1 5.9 8.9

30 歳代 M=189 64.6 11.6 34.9 20.1 7.9 15.3 18.5 18.5 5.3 4.8

40 歳代 M=178 57.9 10.7 47.2 16.3 10.7 24.2 23.0 21.3 1.1 5.1

50 歳代 M=238 54.6 15.1 42.0 8.8 10.1 21.0 23.1 25.2 2.1 8.8

60 歳代 M=238 53.8 18.9 47.5 9.7 13.9 15.5 20.2 19.3 4.2 5.9

70 歳以上 M=234 51.3 25.2 50.4 3.4 9.0 9.4 12.4 20.5 0.9 8.5

 

性別でみると，男女とも「学校や社会における人権教育の充実」が最も高く５割を超えて

いる。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「学校や社会における人権教育の充実」が最も高く，

20 歳代，30 歳代では６割を超えている。 

また，「インターネットを活用した啓発活動・情報提供の充実」については，20 歳代か

ら 40 歳代で高く，「人権啓発の広報誌やパンフレットの充実」については，60 歳代以上

で高くなっている。 

 

 


